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4.6 円筒ウォームギヤ対

　円筒ウォームギヤ対とは、ねじ状の歯車である円筒
ウォームとこれとかみ合うウォームホイールとからな
る歯車対のことです。食違い軸の歯車として最も多く
使用されているもので、軸角は 90°が一般的です。歯数
２枚以上のウォームのことを多条ウォームといいます。
　図 4.15 のようにウォームとは１枚以上の歯数をもっ
たねじ状の歯車で、ピッチ円筒上でつるまき線は γの基
準円筒進み角をもち、そのつるまき線は１回転に対し
てリード pz だけ進みます。

ウォームギヤは食違い軸の歯車ですから、ウォームの
軸平面とウォームホイールの軸平面は一致しません。
　ウォームにおける軸平面はウォームホイールにおける
軸直角平面（正面）になり、ウォームにおける軸直角平面

（正面）はウォームホイールにおける軸平面になります。
　唯一一致する平面が歯直角平面です。
　この歯直角平面における歯直角モジュール mn を基準
とするウォームギヤの製作方法もかなり普及しています。
　この方式によれば、市販の歯車用ホブを使ってウォー
ムホイールを歯切りすることができるので大変便利です。
　ここでウォームギヤの軸平面、軸直角平面（正面）
と歯直角平面におけるモジュール、圧力角、ピッチ、リー
ドの関係を表 4.23 に示します。

ウ　　ォ　　ー　　ム

mx =  mn mt =   

αx =  tan−1 αn αt =  tan−1
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pz =  πmx z pz = pz =  πmt  z tan γ

表4.23　ウォームギヤの比較表
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図4.15　円筒ウォーム（右ねじれ）

　円筒ウォームの歯形は、日本工業規格 JIS B1723-1977
円筒ウォームギヤの寸法では図 4.16 の４種類が規定さ
れています。
JIS1 形はバイトの直線切刃を軸平面上に取付けて旋盤
加工した直線軸方向歯形です。
JIS2 形はバイトの直線切刃を歯みぞ直角平面上に取付
て旋盤加工した歯直角断面での直線歯形です。
JIS3 形は軸断面が台形となる円盤工具で作られる凸形
の軸方向歯形です。
JIS4 形はバイトの直線切刃を軸平面から基礎円半径分
ずらした位置に取付けて旋盤加工したインボリュート
ねじ面歯形です。

JIS3 形：クリンゲンベルグ社の歯形
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　この表 4.23 の関係を理解するには、図 4.15 が参考に
なります。これらの関係式ははすば歯車の式（4.16）、

（4.17）の β を 90°− γ に置き換えたものと同じですから、
基準円筒進み角 γ のウォームはねじれ角（ 90°− γ）のは
すば歯車であると近似的に考えることもできます。

図4.16　JIS 歯形

JIS1 形：軸方向歯形

JIS2 形：歯直角歯形

JIS4 形：インボリュート歯形


